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4
月
か
ら
施
行
さ
れ
る
介
護
保
険
の
十
日
町
市
の

内
容
に
つ
い
て
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
保
険
料
や
市
の
特
別
給
付
に
つ
い
て
は
、
第
1
回

定
例
市
議
会
に
提
案
し
て
お
り
、
審
議
を
経
て
決
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

縫
簗
　浴
　お灘謹
㌔年暴

顯暴
i…蕪
i灘

1罐

雛
・定綴

灘

●
決
定
方
法

　
6
5
歳
以
上
の
介
護
保
険
料
は
、
そ

の
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
水
準
に

よ
っ
て
計
算
さ
れ
、
市
町
村
ご
と
に

異
な
る
額
と
な
り
ま
す
。
表
の
保
険

料
は
、
十
日
町
市
で
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス

や
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施

設
サ
ー
ビ
ス
の
給
付
費
用
、
市
の
特

別
給
付
と
し
て
紙
お
む
つ
な
ど
の
購

入
費
の
支
給
や
、
そ
の
ほ
か
の
給
付

に
必
要
な
経
費
を
見
込
み
、
3
年
問

の
保
険
料
と
し
て
設
定
し
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
の
6
5
歳
以
上
の
介
護
保

険
料
は
、
本
人
や
世
帯
の
所
得
に
応

じ
5
段
階
に
設
定
し
て
い
ま
す
。
保

険
料
設
定
と
な
る
基
準
額
は
、
年
額

で
3
3
、
6
0
0
円
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

●
平
成
1
2
・
1
3
年
度
は
保
険
料
軽
減

　
介
護
保
険
制
度
を
円
滑
に
導
入
す

る
た
め
、
平
成
1
2
年
度
と
1
3
年
度
に

限
り
、
保
険
料
を
軽
減
し
ま
す
。
内

保険料表
住民税世帯非課税の老齢
福祉年金受給者など

16，800円
（1，400円）

住民税世帯非課税者
25，200円
（2，100円）

住民税非課税者
33，600円
（2，800円）

駈得が250万円未満の者
42，000円
（3，500円）

所得が250万円以上の者
50，400円
（4，200円）

※（）は、月額の参考額

　
　
度

羅
制灘
騰

ジ
護

灘
．
．
、
稀

容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

　
保
険
料
の
徴
収
は
、
1
2
年
9
月
ま

で
猶
予
し
ま
す
。
更
に
1
2
年
1
0
月
か

ら
1
3
年
9
月
ま
で
の
保
険
料
は
正
規

の
額
の
半
額
と
す
る
軽
減
対
策
を
実

施
し
ま
す
。
こ
の
対
策
に
よ
り
、
1
2

年
度
の
保
険
料
は
年
額
で
4
分
の
ー

に
、
1
3
年
度
は
年
額
で
4
分
の
3
に

軽
減
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
の
納
め
方
は

●
月
額
1
5
、
0
0
0
円
以
上
の
老

齢
年
金
や
退
職
年
金
を
受
給
さ
れ
て

い
る
人

　
年
金
か
ら
の
天
引
き
と
な
り
、
1
2

年
度
は
8
月
に
特
別
徴
収
開
始
通
知

で
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
無
年
金
や
低
所
得
者
等
で
年
金
額

が
月
に
1
5
、
0
0
0
円
に
満
た
な

い
人
や
当
年
度
に
6
5
歳
と
な
る
人

　
納
付
書
に
よ
る
徴
収
方
法
と
な
り
、

7
月
か
ら
年
8
回
に
分
け
て
そ
の
年

度
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。
1
2
年
度
は
1
0
月
に

納
入
通
知
で
保
険
料
額
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
（
国
保
と
同
じ
納
期
限
で
す
）

②

保険料は加入している
医療保険によって

　　　　異なります
40歳から64歳までの介護保険料

○保険料の納め方
・医療分と介護分を合わせてひとつの国民健康保険料

　として納めます。

・本人または世帯内に40歳

・保険料の決まり方、　il介護分．難

　世帯の所得や加入者数に　　　鑛　簗療分　、嚢i，弱

料（税

○保険料の決まり方

世帯の所得や加入者数に

応じて決まります。

O保険料の納め方
・一般保険料に介護保険料を上乗せしたひとつの健康

　保険の保険料として納めます。

○保険料の決まり方

一…灘一禮睾紬



舞
介
霧
刷
叢
の
流
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
ン
の
作
成
は
無
料
で
す
。

　
介
護
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
は
、

介
護
保
険
係
に
認
定
の
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

　
市
は
申
請
を
受
け
付
け
る
と
、
本

人
の
心
身
の
状
況
を
調
査
す
る
と
と

も
に
主
治
医
の
意
見
を
求
め
、
こ
れ

ら
の
資
料
を
認
定
審
査
会
に
送
り
審

査
判
定
を
依
頼
し
ま
す
。
審
査
会
の

判
定
を
受
け
て
、
申
請
者
に
介
護
度

の
通
知
を
行
い
ま
す
。
原
則
と
し
て

申
請
か
ら
3
0
日
以
内
に
通
知
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

←

⑱
在
宅
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
場

合
は
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介
護
サ
ー
ビ

ス
計
画
）
を
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。

　
計
画
を
作
ら
な
い
で
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
と
い
っ
た
ん
全
額
負
担
し
、

後
で
9
0
％
の
給
付
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
計
画
の
作
成
は
、
居
宅

⑱
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
希
望
す
る
場
合
、

直
接
施
設
に
申
し
込
む
か
、
支
援
事

業
者
に
紹
介
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
↑

難
醜
難
蜂
羅
確
融
麗

　
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は
4
ぺ
ー
ジ
ヘ
。

●居宅介護支援事業者一覧表●

認
定
結
果
に
不
服

　
　
　
　
　
が
あ
る
場
合
は

　
介
護
度
の
認
定
に
不
服
が
あ
る
場

合
は
、
市
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

認
定
調
査
、
主
治
医
意
見
書
、
審
査

判
定
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
、

ご
説
明
い
た
し
ま
す
。
更
に
不
服
の

場
合
は
、
県
の
介
護
保
険
審
査
会
に

審
査
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

翻
用
者
負
担
は

　
介
護
度
ご
と
に
ー
か
月
の
利
用
限

度
額
が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
限
度
内
で
あ
れ
ば
1
0
％
の
利

事業所ぬ名称 所在地 電話番号

社会福祉法人
十日町市社会福祉協議会 西寺町 50－5012

中条病院ケアプランみのり 北　原 50－5190

特別養護老人ホーム三好園 下条中央通り 56－2106

老人介護支援センター
つまりの里 幸　町 58－2243

株式会社クリーンセキュリティー

アズミメディケアサービス中越 本町2丁目 50－1288

アズミメディケアサービス新潟
有限会社　豊楽（ほうらく） 錦町1丁目 52－6988

老人デイサービスセンター
やまびこ 寿町2丁目 50－1516

特別養護老人ホームあかね園 川西町高原田 68－4565

財団法人上村病院 中里村田沢 63－4151

中里村在宅介護支援センター 中里村上山 63－2226

在宅サービスの
　　支給限度額（1か月）

要支援 61，500円

要介護1 165，800円

要介護2 194，800円

要介護3 267，500円

要介護4 306，000円

要介護5 358，300円

’卜婁

　『ζ
A　．覧輪

用
者
負
担
で
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

こ
と
が
で
き
ま
す
。
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
と
相
談
し
、
本
人
の
状
態
に
あ

っ
た
プ
ラ
ン
を
作
成
し
ま
し
ょ
う
。

低
所
得
者
な
ど
の
対
策

○
訪
問
介
護
の
低
所
得
者

　
現
在
無
料
で
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
を

利
用
し
て
い
る
人
に
つ
い
て
は
、
利

用
者
負
担
を
平
成
1
4
年
度
ま
で
3
％

に
軽
減
し
ま
す
。
（
障
害
者
は
1
6
年
度

ま
で
）

○
施
設
入
所
者
の
食
事
負
担

　
1
日
当
た
り
7
6
0
円
の
負
担
額

を
、
所
得
水
準
に
応
じ
3
0
0
円
ま

た
は
5
0
0
円
に
軽
減
し
ま
す
。

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

　
　
　
　
　
　
旧
措
置
入
所
者

　
所
得
水
準
に
応
じ
て
、
利
用
者
負

担
を
O
～
5
％
に
軽
減
し
ま
す
。

○
高
額
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

　
世
帯
で
次
の
額
以
上
の
利
用
者
負

担
と
な
る
場
合
に
、
超
え
た
分
を
支

給
し
ま
す
。

世
帯
非
課
税
で
老
齢
福
祉
年
金
の

受
給
者
等
　
　
　
　
1
5
、
0
0
0
円

世
帯
非
課
税
者
等
2
4
、
6
0
0
円

そ
の
他
　
　
　
　
3
7
、
2
0
0
円

○
災
害
等
の
場
合
の

　
　
　
　
　
利
用
者
負
担
軽
減

　
災
害
・
火
災
等
で
財
産
に
著
し
い

損
害
を
こ
う
む
っ
た
場
合
、
生
計
中

心
者
の
長
期
入
院
な
ど
で
収
入
が
著

し
く
減
少
し
た
場
合
な
ど
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
ィ
利
用
拡
大

　
申
請
月
の
3
か
月
お
よ
び
4
か
月

前
の
訪
問
通
所
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
実

績
が
限
度
額
の
6
0
％
未
満
の
人
は
、

利
用
で
き
る
日
数
が
拡
大
さ
れ
ま
す
。

．
要
介
護
度
5
の
人
“
1
・
5
倍

．
要
支
援
～
要
介
護
4
の
人
H
2
倍

③平成12年3月1・日号
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胴

十
目
町
市
の
介
護
サ
ー
ビ
ス

．
灘
灘
鎌
嚢
欝
灘
轍
灘
．
隷

　
1
2
年
度
の
各
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

数
お
よ
び
水
準
は
、
次
の
よ
う
に
見

込
ん
で
い
ま
す
。

●
施
設
サ
ー
ビ
ス
　
訓
人

　
国
の
標
準
で
あ
る
高
齢
者
人
口
の

3
・
4
飴
の
人
が
入
所
で
き
る
よ
う

確
保
に
努
め
ま
す
。

●
在
宅
サ
ー
ビ
ス
　
蘭
人

　
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
の
サ
ー
ビ
ス
供
給
率
は
1
0
0
％

を
見
込
み
、
ほ
ぼ
そ
の
介
護
度
に
必

要
な
量
は
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
訪
問
介
護
は
約
8
0
％
、
訪

問
看
護
は
約
6
0
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
市
内
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

の
養
成
は
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
需

要
に
合
わ
せ
て
人
員
を
配
置
す
る
な

ど
引
き
続
き
整
備
に
努
め
ま
す
。

●
特
別
給
付

　
従
来
行
っ
て
い
た
紙
お
む
つ
の
給

付
を
介
護
保
険
で
の
給
付
と
し
、
所

得
な
ど
の
制
限
を
な
く
し
、
使
い
や

す
く
し
て
実
施
し
ま
す
。

施
設
サ
ー
ビ
ス

　
要
介
護
1
～
5
ま
で
の
人
が
利

用
で
き
ま
す
。
要
支
援
の
人
は
利

用
で
き
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
現
在

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
し

て
い
る
人
は
5
年
間
の
経
過
措
置

が
あ
り
ま
す
。

●
介
護
老
人
福
祉
施
設

　
　
（
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
）

　
日
常
生
活
で
常
時
介
護
が
必
要

で
、
在
宅
で
は
適
切
な
介
護
が
困

難
な
人
が
入
所
す
る
施
設
で
す
。

●
介
護
老
人
保
健
施
設

　
　
　
　
（
老
人
保
健
施
設
）

　
病
状
が
安
定
し
、
入
院
治
療
が

必
要
で
な
く
な
っ
た
人
が
自
宅
に

戻
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
リ
ハ

ビ
リ
や
介
護
を
行
う
施
設
で
す
。

●
介
護
療
養
型
医
療
施
設

　
　
　
　
（
療
養
型
病
床
群
等
）

　
長
期
間
の
療
養
や
介
護
を
必
要

と
す
る
人
が
利
用
す
る
医
療
施
設

で
す
。

　　　灘驚灘蕩．欝、叢

要支援（家事など日常生活に支援が必要）と要介護1～5（寝たきり、

痴呆などで常に介護が必要）までの人が利用できます。

福祉用具の貸与

車いす、特殊寝台などの貸

し出し

福祉用具の
　　購入費の支給

腰かけ便座、入浴用いすな

どの購入費の支給

住宅改修費の支給

手すりの取り付けや段差の

解消などの費用を支給

橿
祉
用
具
や
住
宅
の
改
修
な
ど

紙おむつなどの
　　購入費の支給

　月額8，000円を

　　上限として支給

－
繭
の
特
別
サ
ー
ビ
ス

通所介護

デイサービスセンターなど

へ通所しての機能訓練、食

事や入浴など

通所リパビリテーション

　　　　　　（デイケア）

老人保健施設などへ通所し
てのリハビリなど

短期入所生活介護
　　　（ショートステイ）

特別養護老人ホームなどへ
短期問入所

短期入所療養介護
　　　（ショートステイ）

老人保健施設などへ短期間
入所

施
設
を
利
用
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

訪問介護

ホームヘルパーが訪問

訪問看護

看護婦（士）などが訪問

訪問リパビリ
　　テー一ション

リハビリの専門職が訪問

訪問入浴介護

入浴チームが訪問

居宅療養管理指導

医師、歯科医師、薬剤師、

栄養士、歯科衛生士による

指導

蒙
庭
を
訪
問
し
て
の
サ
ー
ビ
ス

□介護保険は介護保険係へ。

□介護保険対象外サービスは高齢福祉係へ。介護保険室　盈57－3111圏
一

＝

■

一
一
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　　　　生活支援・介護予防のために

介護保険のサービスのほかにも高齢者の生活支援や介護予防のためのサービスを提供します。

自立者向けホームヘルプサービス

一一人暮らしや高齢者のみの世帯で、従来家事型の

サービスを利用し、介護認定審査会において自立と

判定された人や、新たに身体機能が低下したため炊

事、洗濯などに支障をきたすとき、ホームヘルパー

を派遣します。

配食サービス

昼食を家庭に配達するサービスです。従来からあ

りましたが、介護保険以外の事業として継続します。

対象者はおおむね65歳以上の単身者および高齢者の

み世帯で調理の困難な家庭です。

　　　　介護手当の支給

在宅で6か月以上寝たきりや痴呆のお年寄りを常

時介護している人に手当てを支給します。1か月5，

000円で、支給月は年3回となります。

養護老人ホーム妻有荘短期入所事業

家族の外出などで一時的に虚弱高齢者の介護がで

きないとき妻有荘に短期の入所ができます。

　　　　　その他
高齢者の福祉サービスと同様身体障害者福祉サー

ビスもあります。

生きがい対応型デイサービス

おおむね60歳以上の一人暮らしなどの人を対象に、

施設においてレクリエーションや創作活動などを通

じ、ややもすると閉じこもりになりがちな生活を解

消することを目的にしています。平成園、やまびこ

で実施し、施設までの送迎も行います。

また、従来デイサービスを利用し、介護認定審査

会において自立と判定された人も利用できます。

　　　緊急通報装置貸与

一人暮らしの高齢者が緊急時に連絡できる装置を

貸与します。急病や災害時、迅速に近所の人や消防

署等に連絡を取ることが可能です。

　高齢者・障害者向け住宅リフォーム事業

身体機能の低下した高齢者・障害者のいる世帯で、

住宅をその人の身体状況に適したものに改修を行う

とき助成します。収入による制限があります。

　在宅介護支援センター相談業務

在宅介護の総合的な相談業務を行います。気軽に

相談してください。

三好園奮56－2134、つまりの里智58－2243

きたはら暦52－7026、やまびこ智50－1516

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門
員
）
は
、
利
用
者

か
ら
の
相
談
に
応
じ
て
、
希
望
や
心
身
の
状
態
な
ど
に
あ

っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
市
や
在
宅
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
、
介
護
保
険
施
設
と
の
調
整
を
行
い
ま
す
。

　
相
談
を
受
け
た
事
例
に
つ
い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
　
　
　
　
、
酬

　
8
0
歳
の
夫
は
半
年
前
に
脳
卒
中
で
倒
れ
、
左
半
身
の
効
　
　
羅

き
が
悪
く
、
78
歳
の
妻
は
膝
が
痛
く
夫
を
お
風
呂
に
入
れ

る
の
が
大
変
で
困
っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
子
ど
も
　
　
　
振

た
ち
は
県
外
で
暮
ら
し
、
2
人
暮
ら
し
の
生
活
で
す
。
　
　
　
　
－

　
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
す
ぐ
に
こ
の
家
庭
に
訪
問
し
、
介

護
保
険
の
申
請
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
か

ら
は
「
要
介
護
1
」
の
介
護
認
定
結
果
が
届
き
ま
し
た
。

こ
の
夫
婦
は
、
そ
の
結
果
を
持
っ
て
す
ぐ
に
ケ
ア
マ
ネ
ジ

ャ
ー
に
相
談
に
き
ま
し
た
。

　
夫
は
病
気
に
な
る
前
は
外
へ
で
る
こ
と
が
好
き
だ
っ
た

こ
と
や
妻
の
心
身
の
状
態
か
ら
、
夫
に
は
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

し
て
も
ら
い
、
妻
に
は
身
体
を
休
め
て
も
ら
お
う
と
、
「
週

1
回
の
通
所
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」
を
計
画
し
ま
し
た
。

　
ご
夫
婦
に
提
案
す
る
と
、
「
費
用
も
こ
の
く
ら
い
な
ら
大

丈
夫
だ
し
、
助
か
る
」
と
喜
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

　
介
護
保
険
の
申
請
を
し
、
要
介
護
認
定
の
結
果
が
届
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
総
．
轟
　
　
珊
　
　
　
　
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成

お
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
　
　
　
　
平
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市
内
で
は
県
営
ほ
場
整
備
事
業
（
担
い
手
育
成
基

盤
整
備
事
業
）
が
、
吉
田
南
部
地
区
、
四
日
町
・
中

条
地
区
、
下
条
地
区
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事

業
の
目
的
は
、
単
な
る
ほ
場
の
大
区
画
化
に
と
ど
ま

ら
ず
、
整
備
後
の
農
地
を
活
用
し
、
従
来
よ
り
も
効

率
的
で
生
産
性
の
高
い
農
業
を
育
て
る
こ
と
に
あ
り

ま
す
。
各
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
従
来
通
り
の
農

業
を
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
整
備
後
の
大
区
画
ほ
場

で
ど
の
よ
う
な
農
業
経
営
が
、
地
域
と
し
て
望
ま
し

い
か
を
見
い
だ
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
十
日
町
市
で
は
、
地
域
農
業
の
健
全
な
発
展
を
目

指
し
、
規
模
拡
大
志
向
農
家
や
法
人
な
ど
へ
の
農
地

の
流
動
化
に
向
け
た
、
貸
し
手
・
借
り
手
双
方
に
有

利
な
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
魅
力
と
や
り
が
い
の

あ
る
地
域
農
業
の
育
成
に
向
け
て
、
皆
さ
ん
の
ご
理

解
と
制
度
の
活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

ほ場整備が終ったら

／～
、”　 も”

蕉㌦∵二二・㌦噛二1・
　　　　　　●o　　　　　　　｝’蜘胸も●θもり・●∂　　　碍鴇σ

偽瓢貰笥ll二“田w。脚脚脚
　　　　　　　　　』　　 輔θ　

＿一鞭

将釆の地域農業を担う

　　　農業者の育成が急務です。

諺
ほ場整備の実施地域で担い手の

嬬羅20％以上醜

ほ場整備の受益者負担のうち

2／3が無利子で借りられます。

※農地集積の万法には

①自作地の拡大

②賃借権の拡大

◎作業面積の拡大の3つの

　組み合わせがあります。

⑥



o面

生産組織等の　　　繋
発展方向をみきわめよう

→協業化・法人化等

♪

ワ

資本装備は作業量にあわせる。

機械・施設導入は賢くやろう。

　
　
‘
憲

禽
㌔
・

饗
　
曾

編
糠

肉
‘
輪 　へ

↑T，
ウ

ノ玉、

　経営規模の縮小や撤退を考えている農業

者が、農地保有合理化法人（新潟県農林公

社：窓口は農業委員会）に農地を貸し付け

ることで、小作料の一括前払いを受けるこ

とができる制度です。

　例えば、10年間の契約であった場合は、

10年分の小作料が支払われます。一括して

受けとった小作料は、基盤整備の償還金と

して土地改良区に払い込むこともできます。

なお、この土地は農地保有合理化法人から

担い手農家に貸し出されます。担い手農家

は農地保有合理化法人に対し小作料の年払

いを行うことになります。

小作料一括払いシステムのしくみ

都道府県

規模縮小
農　　家義負

小
作
料
｝
括
前
払
い

負担金の支払い

担
金
支
払
い

務
の
軽
減

土地改良区

農地保有
含理化法燕
（農業曇社）

規模拡大
農　　家

農地の借り入れ契約

農
地
の
貸
付
契
約

小作料年払い

◇問合わせ：農業委員会事務局（貿57－3111）へ。

小
作
料
鱒

播
瓢
撫
シ
ス
テ
ム

　担い手育成基盤整備事業の実施地区にお

いて、早い段階からの農地集積を進めるた

めの支援制度です。

　当該地区内で、3年以上の利用権設定、

または基幹3作業の受委託による担い手へ

の農地集積に応じて、最大で地域全体の基

盤整備受益者負担のうち6分の1を軽減で

きる制度です。

促進費の加算割合

加算項目 利馬権等加算

要　　件
整備済み区域に係る 3年以上の
利用権等設定率（α）が5％以上

5％≦α〈10％ 0．50％

10％≦α〈15％ 0．83％

15％≦α〈20％ L16％
交付割合 20％≦α＜25％ 1．50％

25％≦α＜30％ 1．83％

30％≦α＜35％ 2．16％

35％≦α 2．50％

　促進費交付の対象となる事業費は、利用

権等設定の前年度までの累計事業費

◇問合わせ：農林課農地係（鱈57－3111）へ。

⑦平成12年3月1・日号
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　　　　　　　　　　　　　大地の芸術祭
　え　ち　　ご　つ　ま　　り

趨鰻痘72画卜肌＝ンナーレ2000
　　　　　会期：7月20日（海の日）～9月10日（日）の53日間

懸
麟
照

撫

ぢ
灘
難

蜂　薫
、

灘、

懲購

蝋
　欄輔

騰薦蝋

墨銘紹田田田田田田田紹盤脂田田田紹田田薦田田田田田田田田田窃留田臆田田田田田紹田田田田田田田田田田田紹紹昭田田田田田田田田田騒

灘麟薦憾難纏翫猿灘撫厳饗諮欝離灘
紹認認田田由田昭田…B騰膨紹認昭紹昭紹紹紹紹お田田総紹田田紹田田田田紹昭総…B田田由EB田oっ8田…B船認紹田紛田田田鎗田田田田田田田＆

灘灘灘雛籔篶蟻籔難薦1類薩鱒輿騰灘
　今回の作品は、ある場所を訪ねて鑑賞するものでは

なく、作品自体がタクシーにのって移動するユニーク

な展開です。

　タクシーの屋根上にビデオ・モニターを設置し、目

を映し出す仕掛けとなっています。お客さんが乗車す

るとこの目が開き、目的地まで丁重に案内しようとい

うものです。

　この作家はユック・クンビョンさん。韓国を代表す

る現代作家の一人です。今日の美術はさまざまな素材

を使ったり、写真や映像の活用やパフォーマンスなど

表現手段は多種多様ですが、ユックさんは主にビデオ

を用いた作品で、国際的な芸術祭への出展や個展を多

数開催しています。

　昨年8月、妻有に来訪したおり、地域を走るタクシ

ーに注目し、電車やバスとともに地域の目と足の役割

を果たしているタクシーに、彼の作品の一貫したコン

セブトである「過去と現在、未来を見つめる目」を取

り付けて、妻有のあらゆる所を走り回るという提案を

しています。

離
鯉讐

　十日町地区タクシー協会加盟のタクシー会社4社の

ご協力により、芸術祭会期中の雰囲気を盛り上げます。

乗車する人はもちろん、行き来するタクシーをご覧の

人も、ほほ笑むような話題を集める作品の一つとなり

ます。

⑧
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十
日
町
市
地
域
広
域
事
務
組
合
企
画
振
興
課
（
B
57
－
2
6
3
7
）

　　　　六mの芸術祭公開発表会

　越後妻有大地の芸術祭実行委員会では、この夏開催する「越後妻有アートトリエ

ンナーレ2000」の参加アーティストと作品プラン、イベントの詳細、運営体制

などを正式に発表し、事業への理解と参加を呼びかけるため、「大地の芸術祭公開

発表会」を開催します。

　名誉実行委員長の平山新潟県知事、ゲストアーティストも出席します。多くの市

民の皆さんから、この機会にぜひお出かけいただき、事業への支援をお願いします。

場
料
入
無
’

圏■ヨ3月29日（水）

　　　午後7時～9時

團市民会館ホール

　・大地の芸術祭全体プレゼンテーション

　・各地域での取り組み紹介・質疑など

ボランティア募集説明会

70

人
煽
膿
購

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
弄
議
鯛
套

　
大
地
の
芸
術
祭
で
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
事
業
を
支
え
て
い
た
だ
く

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
応
募
い
た
だ
い
た
皆
さ

ん
や
事
業
に
関
心
を
持
っ
て
い
る
皆

さ
ん
が
一
堂
に
介
し
て
2
月
2
3
日

伽
、
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
で
第
1
回

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
説
明
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
夜
間
に
も
関
わ
ら
ず
、
新
潟
市
や

上
越
市
か
ら
の
参
加
者
を
含
め
7
0
人

が
出
席
。
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

北
川
フ
ラ
ム
氏
に
よ
る
事
業
説
明
、

事
務
局
か
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
業
務
内

容
な
ど
の
説
明
を
し
た
後
、
出
席
者

の
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
「
地
域
高
校
生
に
も

呼
び
か
け
を
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作

品
制
作
日
程
を
教
え
て
ほ
し
い
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
同
士
の
横
の
連
携
を
」

な
ど
の
提
案
が
だ
さ
れ
、
今
後
の
事

業
に
活
か
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
会
場
に
は
、
東
京
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
「
小
蛇
隊
（
こ
へ
び
た
い
）
」

の
メ
ン
バ
ー
5
人
も
加
わ
り
、
ビ
デ

オ
で
の
活
動
報
告
や
初
め
て
越
後
妻

有
を
訪
れ
た
感
想
、
そ
し
て
抱
負
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
引
き
続
き
ボ
ラ

　東京のボランティア組織
　　　こ　　へび　たい

　66小蛇隊99の活動
　東京での大地の芸術祭ボランテ

ィア組織として、妻有協働連携組

織・小蛇隊（愛称）が動き出して

います。メンバーは10代・20代

の美術系の大学生を中心として

150人を超え、ホームページ作成、

報道機関への情報提供、イベント

の運営、アーティストの通訳など、

行動を伴う活動を進めています。

　毎週土曜日には、東京事務局で

定例会が開かれ、参加アーティス

トのスライドレクチャーなどが行

われています。また、3月12日に

は、代官山で「東京ボランティア

大集会（仮称）」を開き、東京ボ

ランティアの輪を広げていきます。

ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
の

で
、
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

十
日
畦
雲
蟹
つ
繊
艶

大
地
の
芸
術
祭
を
禦
醗

　
2
月
1
9
日
ω
2
0
日
⑲
の
両
日
、
十

日
町
雪
ま
つ
り
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
広

場
の
あ
る
旧
十
日
町
シ
ル
ク
2
階
で

「
大
地
の
芸
術
祭
・
ス
テ
キ
発
見
展

示
会
」
が
開
催
さ
れ
、
2
0
0
人
が

入
場
し
ま
し
た
。
会
場
に
は
、
大
地

の
芸
術
祭
作
品
デ
ザ
イ
ン
や
参
加
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
大
き
な
レ
リ
ー
フ
、

ス
テ
キ
発
見
入
選
作
品
1
0
0
点
が

展
示
さ
れ
、
無
料
休
憩
所
も
運
営
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
後
も
各
市
町
村
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
の
機
会
に
合
わ
せ
て
、
事
業
の
P

R
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　　　　大地の芸術祭・ステキ発見展示会

⑨平成12年3月1・日号

測、酬1
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転
出
届
は
お
早
め
に

　
3
～
4
月
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し

ま
す
。
証
明
書
発
行
に
多
少
時
間
が

か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
特
に
休
日
の
前
後
、

昼
休
み
時
間
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
都
合
の
つ
く
方
は
ほ
か
の
時
間

に
お
越
し
い
た
だ
く
こ
と
で
、
待
ち

時
間
が
少
な
く
て
す
み
ま
す
。

休
日
・
夜
間
の

　
　
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー

　
休
日
・
夜
間
専
用
の
受
付
窓
口
で
、

い
つ
で
も
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄

抄
本
の
申
請
が
で
き
ま
す
。

■
窓
ロ
け
市
役
所
当
直
室
（
庁
舎
裏

の
職
員
玄
関
入
口
で
す
）

■
受
付
時
間
”
【
平
日
】
午
後
5
時

15

分
～
1
0
時
【
土
・
日
曜
日
、
祝
日
】

午
前
8
時
3
0
分
～
午
後
1
0
時

こ
ん
に
ち
は

巾
民
生
活
課
窓
ロ
で
す

　
今
年
も
異
動
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
転
出
届
は
転
出
予
定
日
の
約
2

週
間
前
か
ら
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
転
出
日
・
転
出
先
が
決
ま
っ
た
ら
、
早
め

に
手
続
き
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
申
請
の
で
き
る
人

◆
戸
籍
・
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
の
謄

抄
本
H
本
人
、
直
系
親
族
（
夫
、
妻
、

子
、
孫
、
父
母
、
祖
父
母
）
◆
住
民

票
の
写
し
H
本
人
、
同
一
世
帯
員

■
用
意
す
る
も
の

①
印
鑑

②
8
0
円
切
手
か
現
金
（
郵
送
料
）

③
手
数
料
（
除
籍
・
改
製
原
戸
籍
の

謄
抄
本
7
5
0
円
、
戸
籍
謄
抄
本
4

5
0
円
、
住
民
票
の
写
し
3
0
0
円
）

■
証
明
書
の
交
付
方
法

　
申
請
日
の
翌
日
に
本
人
宛
に
郵
送

し
ま
す
。
た
だ
し
、
翌
日
が
休
日
の

場
合
は
休
日
明
け
に
な
り
ま
す
。

住
民
票
の
電
話
予
約

　
開
庁
時
間
に
来
ら
れ
な
い
人
は
、

本
人
か
同
一
世
帯
員
に
限
り
、
住
民

票
写
し
の
発
行
を
電
話
予
約
で
き
ま

す
。
金
曜
日
に
予
約
を
す
る
と
土
・

日
曜
日
に
当
直
室
で
お
渡
し
し
ま
す
。

本
人
確
認
に
協
力
を

　
皆
さ
ん
が
住
民
異
動
届
を
す
る
際
、

窓
口
で
は
記
入
内
容
と
聞
き
取
り
に

よ
っ
て
屈
出
人
や
記
載
事
項
が
適
正

か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
不
正
な
届
出
で
他
人
の

住
所
を
勝
手
に
動
か
し
、
詐
欺
を
行

う
事
件
が
他
市
で
起
き
た
こ
と
か
ら
、

同
様
の
事
件
を
防
止
し
、
市
民
の
権

利
や
財
産
を
守
る
た
め
住
民
異
動
届

（
転
入
・
転
出
・
転
居
の
届
出
）
を

行
う
際
、
届
け
出
た
人
が
本
人
か
ど

う
か
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
確
認
方
法
は
、
運
転
免
許

証
・
健
康
保
険
証
な
ど
身
分
を
証
明

す
る
も
の
（
で
き
る
だ
け
顔
写
真
を

貼
っ
て
あ
る
も
の
）
を
提
示
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
　
市
民
生
活
課
市
民
係

（
盈
5
7
－
3
1
1
1
内
線
1
5
3
・

1
5
4
）
へ
。

引
っ
越
し
に
よ
る
水
道
料
金
等
の
精
算
は

　
　
　
　
　
　
　
　
5
日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い

　
転
出
や
住
所
変
更
な
ど
に
よ
る
水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
の
精
算
は
、
5

日
前
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
※
連
絡
は
電
話
で
も
受
付
け
て
い
ま
す
。

■
窓
ロ
目
水
道
局
事
務
係
（
盈
57
－
3
1
1
1
内
線
2
4
1
・
2
4
2
）
へ
。

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
を
お
持
ち
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転
出
さ
れ
る
人
は
届
け
出
を

　
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊
自
動
車
及
び
軽
自
動
車
等
を
お
持
ち
で
、
転

出
さ
れ
る
人
は
、
廃
車
及
び
住
所
変
更
等
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
届
出
先
日
①
原
動
機
付
自
転
車
（
1
2
5
C
C
以
下
）
、
小
型
特
殊
自
動
車
（
農

耕
ト
ラ
ク
タ
ー
等
）
は
市
税
務
課
資
産
税
係
へ
。
②
軽
四
輪
は
管
轄
の
軽
自
動

車
検
査
協
会
へ
。
③
軽
二
輪
（
1
2
5
C
C
～
2
5
0
C
C
）
、
小
型
二
輪
（
2

5
0
C
C
以
上
）
は
管
轄
の
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
ま
た
は
陸
運
支
局
へ
。

※
②
③
は
購
入
店
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
せ
“
税
務
課
資
産
税
係
へ
。

老
人
医
療
受
給
者
の
方

　
　
　
　
　
　
　
　
保
険
証
が
変
わ
っ
た
ら
届
け
出
を

　
国
民
健
康
保
険
以
外
の
医
療
保
険
加
入
者
で
、
扶
養
者
の
転
職
や
退
職
で
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
国
保
係
へ
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。
■
窓
ロ
・
問
合
せ
H
市
民
生
活
課
国
保
係
へ
。

学
生
の
国
民
健
康
保
険
証
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す

　
進
学
の
た
め
に
家
族
と
離
れ
て
市
外
で
生
活
す
る
人
は
、
学
生
で
あ
る
こ
と

を
示
す
こ
と
に
よ
り
、
親
元
の
国
民
健
康
保
険
証
を
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
持
参
す
る
も
の
H
国
民
健
康
保
険
証
・
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し

■
窓
ロ
・
問
合
せ
目
市
民
生
活
課
国
保
係
へ
。

⑩
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　ー～・給水管は水道使用者の財産、維持管理もお願いします《一＾

　漏水修理の費用負担について、

配水管（本管）からメーターまで

は水道局で負担してきましたが、

4月1日からは土地の官民界を境

に、公道部分は水道局、民地部分

は水道使用者（所有者）に費用負

担区分が変わります。

1〉費用負担区分の変更は

　料金改定とあわせて適正な費用

負担を願うため、県下20市中、14

市で実施している漏水修理の費用

負担区分を当市でも土地の官民界

に改めることとし、

》給水管は水道使用者の財産

給水装置標準断面図
官
民
界
ー
，
ー
－
ー
－

配水管…蕊

4月1日から慈
平成12年

　　　　　　　　　　・　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　瀞

　　　　　　一イ∠止水栓（甲）　！∠メーター

　　　　輪水管　・　　　△止水栓（丙）
ヒ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　モ

1公道部分は水道局の負担i民地部分は水道使用者（所有者）の負担

務

　　　　　　　　　・来…

4月1日から適用していくことになりました。

　配水管（本管）から取り出した給水管や蛇口などの給水装置は、水道使用者（所有者）の財産です。したがって、

漏水修理などの維持管理については、原則として水道使用者に行ってもらいます。しかし、不特定多数の人が利用す

る公道部分での漏水修理については、水道局で負担します。

　民地内で漏水が発生した場合の修理費は、水道使用者（所有者）の負担となりますので、水道局、指定水道工事業

者に連絡し、早急に修理してください。　　》問い合わせ　十日町市水道局（暦57－3111）へ。

供用区域が広がります
　　つなぎ込みにこ協力ください

　3月31日から、次の区域において下水道の使用が開

始されます。

ロ供用開始町内　四日町1・2・3・4、四日町中原、五

軒新田、四日町新田1・2、三和町、本町7－1・7－2、

田川町2、新座1・2・3・4－2、西本町3、稲荷町3南、

稲荷町4、丸山町、幸町、水沢2、馬場2・4、太田島

3、土市1・2・3・4・5、伊達2・3・4、新宮1のそ

れぞれ一部。

ごの厘赫の躬姓や裏業所でな、

　◇台所、風呂場などから出る汚水の排水設備を設置し

　　てください。

　◇浄化槽はできるだけ早く下水道に切り替えてくださ

　　い。またくみ取り便所は、3年後の平成15年3月30日

　　までに水洗便所に改造してください。

　◇建物を新築したり、増・改築などで便所を改造した

　　りするときは、水洗便所でないと建築することがで

　　きません。

　■供用開始区域の縦覧

　　と　き　3月13日（目）～31日（金）

　　ところ　下水道課（西本町3・下水処理センター内）

⑪平成12年3月1・日号

　公共下水道、特定環境保全下水道、農業集落排水、

合併浄化槽の各事業で普及率が90％以上に達した地区

内に住んでいる生活扶助・老人・母（父）子・障害者・

低所得者などの世帯の皆さんは、ある一定の所得条件

を満たす場合は排水設備工事費の助成が受けられます。

この制度を利用し、早めの水洗化をお願いします。

■対象地区二中央第1・2処理分区、珠川地区、

　　　　　吉田北部地区、赤倉地区、菅沼地区

■所得条件＝市民税均等割以下の世帯

■助成限度＝排水設備工事費の2分の1以内

■問い合わせ＝下水道課（智52－7441）へ。

水洗化普及率（平成11年12月31日現在）

処理区域 対象棟数 接続棟数 水洗化率

公
共
下
水

中央第1処理分区 2，578 2，496 96．8％

中央第2処理分区 1，720 1，579 91．8％

川　治　処　理　分　区 1，184 948 80．1％

新座大井田処理分区 751 334 44．5％

合　　　　　　　　　計 6，233 5，357 85．9％

特環公共下水道区域 623 356 57．1％

農集吉田北部地区 387 349 90．2％

農　集　　鐙　　島　地　　区 262 105 40．1％

劃
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　このコーナーは、まちの話題や活動な

どを紹介しています。情報がありました

ら、企画人事課広報広聴係（智57－3111）

へ、お気軽にお寄せください。

市初の英語ミュージカルが実現
～ピーター・ユーフーさんのご協力で～

　
新
潟
県
内
の
語
学
指
導
助
手
な
ど

21

人
の
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
英
語
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ル
「
リ
ト
ル
・

シ
ョ
ッ
プ
・
オ
ブ
・
ホ
ラ
ー
ズ
」
が
、

2
月
2
6
日
ω
市
民
会
館
で
上
演
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
国
際
化
の
推

進
、
地
域
社
会
へ
の
参
加
、
生
の
英

語
に
接
す
る
機
会
の
提
供
、
国
際
住

宅
援
助
団
体
へ
の
支
援
の
た
め
、
当

市
を
含
む
県
内
7
か
所
を
ま
わ
り
ま

す
。
昨
年
も
県
内
9
か
所
で
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
を
上
演
し
、
約
2
8
0
万
円

を
国
際
住
宅
援
助
団
体
へ
寄
付
し
て

い
ま
す
。
市
内
中
条
中
学
校
の
英
語

指
導
助
手
ピ
ー
タ
ー
・
ユ
ー
フ
ー
さ

ん
（
イ
ギ
リ
ス
）
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
に

参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
十
日
町
市

初
の
英
語
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
上
演
が
実

現
し
た
も
の
で
す
。

　
上
演
前
に
日
本
語
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
配
ら
れ
、
劇
中
に
も
と
こ
ろ
ど
こ

ろ
日
本
語
が
入
る
な
ど
、
観
客
に
ス

ト
ー
リ
ー
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に

配
慮
さ
れ
た
内
容
。
世
界
共
通
の
言

語
で
あ
る
音
楽
を
通
し
て
、
大
人
も

子
ど
も
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
「
楽
し
く
英
語
に
接
す
る
い
い
機

会
で
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
ま
た
続

け
て
い
け
れ
ば
い
い
な
と
思
い
ま
す
」

と
、
ピ
ー
タ
ー
さ
ん
は
語
っ
て
い
ま

し
た
。

⑫

日
隔

産

－

ー
9
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野上選手（＋高）国体堂々3位

　～スキー距離陣が大活躍～

　
第
7
8
回
全
日
本
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
が

2
月
n
日
～
1
5
日
ま
で
長
野
県
白
馬
村

で
、
第
5
5
回
国
民
体
育
大
会
冬
季
ス
キ
ー

競
技
会
が
1
9
日
～
2
2
日
ま
で
富
山
県
大
山

町
で
そ
れ
ぞ
れ
開
か
れ
ま
し
た
。
特
に
、

国
体
の
少
年
男
子
1
5
㎞
ク
ラ
シ
カ
ル
に
出

場
し
た
野
上
幸
寿
選
手
が
全
国
の
精
鋭
相

手
に
堂
々
の
3
位
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

〈
入
賞
者
〉
【
国
体
】
▼
少
年
男
子
1
5
㎞
③

野
上
幸
寿
（
十
高
）
▼
成
年
B
男
子
1
5
㎞

⑥
高
橋
哲
成
（
十
中
教
）
⑧
佐
藤
昭
則
（
十

日
町
地
域
消
防
署
）
▼
女
子
リ
レ
ー
③
（
弓

削
朋
子
）
▼
成
年
男
子
リ
レ
ー
④
（
春
日

寿
、
宮
沢
豊
彦
）
▼
少
年
男
子
リ
レ
ー
③

（
高
橋
歩
、
野
上
幸
寿
）
【
全
日
本
】
▼
男

子
リ
レ
ー
⑥
十
日
町
高
校

少子化・子育て講演会
～見城美枝子さんが熱演～

　
3
月
4
日
㈹
、
市
民
会
館
に
お
い
て
、

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
で
青
森
大
学
教
授
の
見

城
美
枝
子
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
「
ワ
ー
キ

ン
グ
マ
ザ
ー
の
日
々
か
ら
　
親
と
子
の
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

少
子
化
と
子
育
て
に
つ
い
て
、
現
代
の
親

世
代
が
生
ま
れ
育
っ
た
時
代
の
背
景
を
分

析
。
女
性
と
男
性
、
父
・
母
・
子
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
に
立
っ
た
現
状
を
紹
介
し
、
こ

れ
か
ら
の
日
本
は
「
少
子
・
高
齢
・
独
居

時
代
」
と
解
説
し
ま
し
た
。
閉
鎖
的
に
な

る
一
方
の
家
庭
や
地
域
に
、
親
子
で
さ
ま

ざ
ま
な
世
代
と
ふ
れ
あ
え
る
場
と
し
て
の

保
育
所
の
あ
り
か
た
な
ど
を
提
言
。
同
時

手
話
通
訳
で
全
内
容
を
紹
介
し
、
「
心
の
通

っ
た
制
度
の
充
実
を
」
と
講
演
し
ま
し
た
。



ス
ノ
ー
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
で
風
に
な
れ
！

　
　
　
　
　
　
～
盛
り
上
げ
ま
し
た
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
鹿
島
」
～

　
第
4
回
ス
ノ
ー
チ
ュ
ー
ビ
ン
グ
日
本
選
手
権

大
会
が
、
3
月
5
日
㈲
に
晴
天
の
ベ
ル
ナ
テ
ィ

オ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
冬
の
恒
例
と
な
っ
た
本

大
会
に
は
、
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
部
門
に
男
女

計
9
1
人
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
部
門
に
7
組
6
0
人

が
出
場
。
疾
走
す
る
選
手
や
人
気
の
「
た
れ
パ

ン
ダ
」
な
ど
に
仮
装
し
た
出
場
者
に
大
き
な
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
当
日
は
」
リ
ー
グ

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ
の
本
拠
地
、
茨
城
県
鹿
嶋

市
や
、
佐
賀
県
鹿
島
市
の
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
鹿
島
」

の
メ
ン
バ
ー
も
出
場
す
る
な
ど
、
大
会
を
通
じ

た
交
流
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　「耳の日」記念のつどい

～聴覚障害者が多彩なイベント～

　
3
月
5
日
㈲
、
市
民
会
館
で
第
1
0
回
耳

の
日
記
念
の
つ
ど
い
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
催
し
は
、
県
民
に
耳
の
大
切
さ
を
啓

蒙
す
る
と
と
も
に
、
聴
覚
障
害
者
に
対
す

る
一
般
社
会
の
理
解
と
福
祉
の
増
進
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
県
聴
覚
障
害
者
協
会

の
主
催
で
毎
年
開
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
市
内
外
の
聴
覚
障
害
者
を
は
じ

め
約
4
0
0
人
の
市
民
が
参
加
し
、
N
H

K
の
ニ
ュ
ー
ス
キ
ャ
ス
タ
ー
山
口
千
春
さ

ん
の
講
演
や
川
治
小
学
校
児
童
に
よ
る
手

話
コ
ー
ラ
ス
、
中
条
小
学
校
子
供
会
に
よ

る
縄
文
太
鼓
、
聴
覚
障
害
者
に
よ
る
パ
ン

ト
マ
イ
ム
や
手
話
漫
才
、
お
楽
し
み
福
引

き
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
楽
し

い
つ
ど
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

イタリアを呼ぼうノ豪世界の強
響W杯公認難
謙ヤンブ誘致i

　2002年FIFAワールドカップ公認キャンプ十日町誘致実

行委員会では、2月9日ωOに第1回誘致委員会を開き、

正式に誘致対象国としてイタリアを選定しました。

　選定の理由としては、コモ市との姉妹都市交流で25年

間にわたって積み上げられた友好関係、予選突破が確実

視されるイタリアチームの実力と人気の高さ、同国をコ

ンセプトにしているキャンプ候補施設・ベルナティオの

存在などがあげられます。誘致に成功した場合、世界各

国からおおぜいの報道関係者・サポーターが訪れること

が期待されます。

すでに、昨年10月には、本田市長と高橋議長がイタリア

サッカー協会の幹部と会見し、11月には市長が同国大使

館を訪れ、キャンプ誘致をアピールしてきました。

　誘致委員会では今後も、コモ市やイタリア大使館を通

じて誘致活動を続けるほか、イタリア語や英語版のホー

ムページ、ビデオの作成などを行い、十日町地域の魅力

をPRしていくことにしています。今年春にJAWOC（日

本組織委員会）の視察が行われたのち、来年秋ごろには

出場決定国の意向で、最終的なキャンプ地が決定します。

日
韓
ジ
ュ
ニ
ア
サ
ッ
カ
ー

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催

　
2
0
0
2
年
の
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

は
、
史
上
初
の
日
韓
共
催
と
な
り
ま

す
。
両
国
の
親
善
を
さ
ら
に
深
め
よ

う
と
、
十
日
町
青
年
会
議
所
は
今
年

4
月
に
「
第
2
回
日
韓
ジ
ュ
ニ
ア
サ

ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
市
陸

上
競
技
場
で
開
催
し
ま
す
。

　
4
月
2
日
㈲
に
は
、
十
日
町
地
域

の
代
表
チ
ー
ム
を
含
む
計
4
チ
ー
ム

が
参
加
し
て
、
国
際
親
善
試
合
を
行

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
活
躍
と
、

両
国
の
友
好
親
善
の
発
展
に
温
か
い

応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

⑬平成12年3月1・日号

け
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明
治
二
十
一
年
、
政
府
は
町
村
制

を
公
布
し
、
全
国
的
な
町
村
合
併
を

す
す
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
行
政
・

財
政
能
力
を
も
っ
た
町
や
村
を
つ
く

る
こ
と
を
目
的
と
し
、
三
百
戸
以
上

の
規
模
が
標
準
と
さ
れ
ま
し
た
。

　
市
域
は
、
江
戸
時
代
に
は
三
十
一

か
村
に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
明

治
に
な
っ
て
も
行
政
区
域
は
そ
の
ま

ま
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
合
併
で
、
約
半
分
の
十
六
か

村
に
な
り
ま
し
た
。
旧
来
の
村
の
ま

ま
合
併
し
な
か
っ
た
の
は
、
新
座
・

中
条
・
東
下
組
・
六
箇
・
馬
場
村
で

し
た
。

　
な
お
、
東
下
組
村
は
十
五
年
に
下

組
村
か
ら
、
真
田
村
は
上
新
井
村
か

疑下漏
　
村
村
田
村

組
井
治

下
大
川

イ
ロ
　
ハ

中条村

口　　　　吉田村

　　　　鐙島村

真田村

累
君熱、、
　　　　、

　　　　　　馬場村

ら
分
離
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
新
宮

村
は
、
明
治
九
年
に
新
保
村
と
宮
之

下
村
が
合
併
し
、
今
泉
村
は
明
治
二

十
二
年
に
伊
達
・
大
黒
沢
・
小
黒

沢
・
新
宮
村
が
合
併
し
た
村
で
す
。

　
明
治
二
十
二
年
四
月
か
ら
五
月
に

か
け
て
、
村
会
議
員
の
選
挙
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
選
挙
権
は
現

在
と
違
い
、
二
十
五
歳
以
上
の
男
子

で
、
税
金
を
二
円
以
上
納
め
た
者
な

ど
と
い
う
制
限
さ
れ
た
も
の
で
し

た
。　
村
長
と
助
役
は
、
村
会
で
選
ば
れ

ま
し
た
。
村
会
は
村
に
関
す
る
す
べ

て
の
事
項
の
決
議
権
を
も
ち
、
村
長

は
決
議
事
項
の
執
行
者
で
、
村
有
財

産
の
管
理
や
予
算
の
執
行
な
ど
を
行

　
　
　
　
　
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
村
長
に
は
、
兵
事
・

　
　
　
　
　
戸
籍
な
ど
の
事
務
が
国

　
　
　
　
　
か
ら
委
任
さ
れ
た
た

　　　　　　　　　　　今泉村
町村制の施行
（明治22年4月1日）に
よってできた村

め
、
役
場
の
事
務
の
大

半
を
占
め
、
大
き
な
負

担
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
村
や
集

落
は
、
行
政
区
と
し
て

公
認
さ
れ
、
区
長
を
お

い
て
村
長
の
補
助
業
務

を
行
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

（
通
史
編
4
　
近
・
現

代
一
）

9
そ
㌧
璽

　
私
は
、
高
田
町
2
丁
目
で
二
人
姉

弟
の
姉
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
家

に
は
鶏
を
2
百
羽
位
飼
い
な
が
ら
、

父
は
荷
車
で
山
か
ら
材
木
を
運
び
出

す
仕
事
を
し
て
い
ま
し
た
。
大
正
9

年
に
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
大
流
行
し

母
が
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

私
が
数
え
で
5
歳
の
時
で
し
た
。

　
尋
常
小
学
校
に
通
う
6
年
間
は
、

ご
飯
の
支
度
を
し
な
が
ら
鶏
の
餌
も

や
ら
ね
ば
な
ら
ず
大
変
で
し
た
。
学

校
を
お
え
1
年
ほ
ど
親
せ
き
に
子
守

に
出
た
後
、
高
田
町
に
あ
っ
た
店
で

10

年
位
働
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
ろ
父

が
病
気
で
3
年
看
病
し
ま
し
た
が
、

昭
和
1
7
年
に
亡
く
な
り
ま
し
た
。
今

考
え
る
と
こ
の
時
が
一
番
つ
ら
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　
翌
1
8
年
に
親
同
志
が
決
め
た
と
い

う
こ
と
で
結
婚
し
ま
し
た
。
夫
は
1
2

蕪木ハルさん

　（袋町中）84歳

このコーナーでは、登場していただく人

を募集しています。問い合わせは企画人

事課広報広聴係B57－3111内線213へ

　　　　　　　　　　　　　　　　⑭

年
に
中
国
に
出
征
し
、
そ
の
後
軍
属

と
し
て
漢
口
の
軍
の
仕
事
を
し
て
お

り
、
1
か
月
の
休
暇
帰
省
中
に
結
婚

し
ま
し
た
。
で
も
、
い
っ
し
ょ
に
な
っ

て
も
別
々
の
生
活
が
続
き
ま
し
た
。

　
私
も
中
国
に
行
こ
う
と
下
関
ま
で

行
き
ま
し
た
が
終
戦
で
戻
り
ま
し

た
。
夫
が
無
事
帰
る
と
わ
か
っ
て
、

高
田
町
に
部
屋
を
借
り
、
夫
を
待
ち

ま
し
た
。
夫
は
1
0
か
月
の
捕
虜
生
活

の
後
、
2
1
年
6
月
に
復
員
し
ま
し
た
。

　
夫
は
し
ば
ら
く
し
て
国
鉄
に
勤
め

飯
山
線
の
車
両
整
備
の
仕
事
を
し
ま

し
た
。
そ
の
こ
ろ
か
ら
は
生
活
も
安

定
し
ま
し
た
が
、
私
は
時
間
を
見
つ

け
て
は
種
々
の
仕
事
を
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
で
2
8
年
に
は
女
の
子

を
も
う
け
て
育
て
あ
げ
ま
し
た
。
今

は
結
婚
し
て
東
京
に
住
み
、
大
学
生

の
孫
が
雪
堀
り
に
来
て
く
れ
ま
す
。

　
今
は
本
当
に
あ
り
が
た
い
時
代
だ

と
思
い
ま
す
。
年
寄
り
が
公
民
館
で

好
き
な
事
を
さ
せ
て
も
ら
え
ま
す
。

こ
ん
な
楽
し
い
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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気
に
な
り
ま
す

働
き
盛
り
の
脳
卒
中

　
こ
こ
数
年
の
十
日
町
市
に
お
け
る

脳
卒
中
の
発
症
状
況
は
、
64
歳
以
下

の
若
年
層
が
目
立
ち
ま
す
。
働
き
盛

り
の
世
代
の
脳
卒
中
の
発
症
は
、
社

会
的
・
家
庭
的
に
も
大
き
な
影
響
を

も
た
ら
し
ま
す
。

●
実
態
調
査

　
十
日
町
保
健
所
管
内
（
十
日
町
市
、

川
西
町
、
津
南
町
、
中
里
村
）
で
は

平
成
9
～
1
0
年
度
の
2
か
年
問
、
8

～
9
年
に
脳
卒
中
を
発
症
し
た
人
を

対
象
に
実
態
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

把
握
し
た
人
は
延
べ
3
7
8
人
。
6
4

歳
以
下
の
磯
卿
鑛
灘
　
鑛
　
灘
灘
織
羅
∞∞
“
∞
∞
　
羅
繋

鰍
雑
舗
灘
灘
灘
難
蝋
　
“
∞
∞
～
～
　
　
∞
∞
懸

鷹
　
∞
　
∞
　
難
難
騒
織
織
瞬
灘
黙
④
脂
・
こ
い
食
事

　
生
活
実
練
編
灘
灘
灘
鱗
灘
嫌
鱗
灘
鰭
糠
灘
鱗
聯
轍
樋
欝
麟
鱗
糠
灘
韓
難
　
を
よ
く
食
べ
る

態
や
発
症
に
い
た
る
経
緯
な
ど
を
明

ら
か
に
し
、
若
年
発
症
の
予
防
策
と

し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
64
歳
以
下
の
脳
卒
中

発
症
の
割
合
は
2
5
・
5
％
、
そ
の
う

ち
男
性
が
7
0
・
2
％
で
し
た
。
疾
患

構
成
で
は
脳
出
血
・
く
も
膜
下
出
血

が
全
体
の
5
0
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

●
発
症
の
誘
因

①
高
血
圧
（
特
に
脳
出
血
に
多
い
）

②
両
親
、
兄
弟
な
ど
が
脳
卒
中
を
起

　
こ
し
て
い
る
（
家
族
歴
）

③
過
労
気
味
、
子
守
り
・
介
護
疲
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
を
感
じ
て
い
た

　
　
　
　
　
　
　
　
が
休
め
な
か
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
た

⑤
タ
バ
コ
を
吸
う

⑥
飲
酒
量
が
多
め

●
発
症
時
の
特
徴

①
仕
事
、
家
事
、
冠
婚
葬
祭
や
人
間

　
関
係
の
悩
み
な
ど
、
疲
れ
や
精
神

　
的
ス
ト
レ
ス
を
強
く
感
じ
て
い
た

②
暴
飲
暴
食
、
喫
煙
な
ど
生
活
習
慣

　
の
乱
れ
が
大
き
い

③
血
圧
が
高
い
の
を
放
置
し
た
り
、

　
寒
さ
・
疲
労
・
ス
ト
レ
ス
な
ど
血

　
圧
上
昇
を
起
こ
す
環
境
に
あ
っ
た

●
脳
卒
中
予
防

　
こ
の
よ
う
に
、
『
仕
事
を
重
視
す

る
。
自
分
は
脳
卒
中
に
は
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
た
」
な
ど
、
健
康
管
理

の
意
識
が
低
か
っ
た
と
言
え
ま
す
。

　
今
回
の
結
果
を
参
考
に
、
「
脳
卒

中
を
防
ぐ
た
め
に
は
自
分
で
何
を
す

べ
き
か
」
考
え
て
、
で
き
る
こ
と
か

ら
始
め
て
く
だ
さ
い
。

　
市
で
も
生
活
習
慣
改
善
の
た
め
健

康
教
育
を
進
め
て
い
き
ま
す
．

窟十日町市観光情報　　　　　　57－0500
窟くらしのダイヤル　　025－285一一7000

3／6～3／コ3　　賃貸住宅の退去をめぐるトラブル

3／13～3／2／　消費生活相談事例

　　　　　　　　　　～アバート退去トラブル～

3／2／～3／27　介護保険制度と消費者契約

3／27～4／3　　成年後見制度とは

4／3～4／／0　　＜らしのなかの契約

l　li川澗iII

岡醐．

ひ捗きハンバーグ

和風のあっさりした

パンバーグで、子ど

もも大人も大好きで

す。

期
俵山ひとみさん（ニツ屋）

材料
豚ひき肉…400グラム

乾燥ひじき…130グラム

大葉…5枚
長ねぎ…1本

卵…1個

片栗粉…適量

塩・コショウ…適宜

（たれ）マヨネーズ・しょうゆ…適宜

難

作り方

①ひじきは水でもどし、よく水気を切る。

②大葉は干切り、長ねぎは小ロ切りにする。

③すべての材料を、形を作りやすい堅さに

　なるまで片栗粉を加えながら混ぜる。混

　ぜ過ぎると材料の形がくずれてしまうの

　で注意。

④③を、普通のハンバーグより薄く小さめ

　に形づくる。

⑤フライパンに油を熱し、弱火で焼く。火

　が通り、両面に焦げ目がついたらできあ

　がり。マヨネーズとしょうゆを好みの分

　量で混ぜ合わせたものをつけていただ

　く。

⑮平灘年3月朋号
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　　じ催
ア
コ
ン
カ
グ
ア

　
　
　
　
　
登
頂
報
告
会

　
十
日
町
市
と
津
南
町
の
5
人
で
組

織
す
る
「
妻
有
同
人
2
0
0
0
」

（
滝
沢
信
一
会
長
）
が
南
半
球
最
高

峰
の
ア
コ
ン
カ
グ
ア
登
頂
に
成
功
し

ま
し
た
。
登
頂
を
果
た
し
た
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
と
苦
闘
の
道
の
り
を
ス
ラ
イ

ド
で
報
告
し
ま
す
。
■
日
時
0
3
月

15

日
㈱
午
後
7
時
3
0
分
～
9
時
■
場

所
H
公
民
館
本
館
■
入
場
料
1
1
無
料

　
自
分
で
打
っ
た
そ
ば
を
食
べ
て
み

ま
せ
ん
か
。
■
日
時
H
3
月
1
9
日
㈹

午
後
1
時
～
■
場
所
U
飛
渡
第
二
小

学
校
枯
木
又
分
校
体
育
館
■
参
加

費
“
大
人
2
千
円
、
中
高
生
千
円
、

小
学
生
5
百
円
■
主
催
H
枯
木
又
工

コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
会
■
申
込
み
0

3
月
1
6
日
㈲
ま
で
に
春
川
修
（
E
5
9

1
2
2
1
6
）
へ
。

　
春
欄
漫
、
恒
例
の
花
見
に
参
加
し

ま
せ
ん
か
。
※
当
日
は
、
東
京
国
立

博
物
館
（
上
野
）
の
「
日
本
国
宝
展
」

で
、
当
市
の
火
焔
型
土
器
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
■
日
時
“
4
月
2
日

㈹
午
前
7
時
市
役
所
前
集
合
、
正
午

開
宴
■
場
所
”
上
野
公
園
花
見
広
場

■
定
員
H
1
5
0
人
■
参
加
費
1ー
バ

ス
利
用
”
大
人
1
万
円
（
会
員
9
千

円
）
、
子
供
5
千
円
、
幼
児
3
千
円

現
地
集
合
”
大
人
6
千
円
（
会
員
5

千
円
）
、
子
供
3
千
円
、
幼
児
2
千

円
■
申
込
み
H
3
月
2
4
日
働
ま
で
に

大
好
き
十
日
町
会
事
務
局
（
商
工
観

光
課
内
盈
57
1
3
1
1
1
）
へ
。

　
新
緑
の
河
岸
段
丘
を
歩
き
ま
せ
ん

か
。
■
期
日
n
4
月
2
9
日
（
み
ど
り

の
日
）
雨
天
決
行
■
参
加
資
格
ー
年

齢
性
別
問
わ
ず
健
康
な
人
■
問
合

せ
・
申
込
み
ほ
4
月
1
4
日
伽
ま
で
に

参
加
料
を
添
え
て
総
合
体
育
館
（
盈

52

1
4
3
7
7
）
へ
。
申
込
書
は
総

合
体
育
館
に
配
置
。

灘i灘…灘 萎灘難懇麟

A 50km J　R津南駅前
午前5：30
　～6二〇〇

午前6：30

8 42，2km
中里村
　村民体育館

午前6二〇〇

　～6二30
午前7100

G 25km
川西町
総合体育館前 午前9二〇〇

　～9：30
午前10二〇〇

フ71灘一 12km
小千谷
市民体育館前

溝醸i灘…

太人 1，500円（当日参加2，000円） 1，000円（当日参加1，500円）

ノ騨学生 1，000円（当日参加1，300円）

500円（当日参加800円）
乗就学羅 500円（当日参加800円）

フ
レ
ン
繕
シ
ツ
プ

　
5
異
文
化
交
流
会
～

　
市
内
の
外
国
語
指
導
助
手
と
の
、

楽
し
い
交
流
会
を
行
い
ま
す
。
外
国

の
料
理
づ
く
り
や
、
異
文
化
紹
介
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
多
彩
な
内
容

で
す
。
■
日
時
“
3
月
1
9
日
㈹
午
前

10

時
～
午
後
2
時
■
場
所
1
1
十
日
町

市
公
民
館
■
参
加
費
口
千
円
■
申
込

寄付灘繊嬢灘麟
　　　鰯欝麟麟鑛離騒義購醐

ロ難趨　醸業鵠響臨懇業鰯撫
鞍難遜襲難難　灘勝灘麟、滋愛鰯幾『

欝霧，麓灘騨i雛購織離麟欝簸穂灘鞭灘』

套・癒鵜嚢敵麟，鱒墾醗

■轟藷織馨業簾隷蟻・纏灘醗議

潟慕難麗嚢欝騨離灘鱗織無
雛，難霧

口環蟻馨獲欝難撫灘灘懸難雛慰難雛

麟一鐙

ロ構報灘鰭置蕪塞彰藤糠獺・灘灘磁

灘一雛翻鍵墨羅講一難灘灘肇轟籔塚・

魑謙講鱗離鵜欝撫團際鱗期驚慧灘

岡墓難穫鰍畷鵜簸欝難緩鍵灘．鱗灘

灘匪膠翻麟樋騨齢塞灘睡㈱桑i

鷲瀬総灘鐵灘鰺鰻鍵薩想難蘂醸

顯響．騨麟鞍1．灘轡響
嚢灘繭織養

　　　　　　　　　　　　　　　　　⑯

み
1
1
3
月
1
6
日
内
ま
で
に
公
民
館
本

館
（
盈
57
1
5
0
1
1
）
へ
。

■
日
時
”
3
月
1
9
日
㈹
2
6
日
㈹
4
月

2
日
㈹
9
日
㈹
午
前
n
時
～
n
時
4
0

分
※
3
月
1
9
日
㈹
午
後
7
時
3
0
分
～

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
プ
ラ
ネ
”
オ
カ
リ
ナ

生
演
奏
■
場
所
U
中
里
村
U
モ
ー
ル

■
入
場
料
H
一
般
2
百
円
、
中
学
生

以
下
百
円
■
問
合
せ
ほ
中
里
村
教
育

委
員
会
（
盈
6
3
1
4
4
7
8
）
へ
。

．
集
・
『
亀
一

募
　
酢
一

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

　
新
潟
県
で
は
、
開
か
れ
た
県
政
の

推
進
と
多
様
化
す
る
県
民
二
ー
ズ
を

把
握
す
る
た
め
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し

ま
す
。
■
応
募
資
格
H
4
月
1
日
現

在
、
県
内
在
住
の
成
人
で
、
県
の
発
展

に
情
熱
を
持
っ
て
い
る
人
。
た
だ
し

公
務
員
・
公
職
選
挙
法
に
よ
る
公
職

に
あ
る
人
・
県
の
委
嘱
し
た
他
の
モ

ニ
タ
ー
を
除
く
。
■
募
集
人
数
“
2
0

人
■
任
期
”
5
月
か
ら
翌
年
3
月
末

日
ま
で
■
謝
礼
口
活
動
実
績
に
応
じ

支
払
い
■
募
集
締
切
1
1
3
月
31
日
囲

（
当
日
消
印
有
効
）
■
応
募
方
法
H

封
書
ま
た
は
F
A
X
で
①
住
所
②
氏

名
・
ふ
り
が
な
③
年
齢
④
性
別
⑤
職

業
⑥
電
話
番
号
⑦
募
集
を
何
で
知
っ

た
か
⑧
応
募
動
機
（
4
百
字
程
度
）

を
明
記
の
う
え
応
募
■
選
考
結
果
1
1

地
域
や
年
齢
構
成
を
考
慮
し
、
4
月

下
旬
ま
で
に
応
募
者
全
員
に
報
告
■

申
込
み
1
1
県
総
務
部
広
報
広
聴
課
広

聴
係
（
〒
9
5
0
1
8
5
7
0
住
所

の
記
載
は
不
要
。
F
A
X
O
2
5
1

2
8
3
－
2
2
7
4
）
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専
門
調
理
師
・

調
理
技
能
士
国
家
試
験

　
「
す
し
料
理
、
中
国
料
理
お
よ
び

給
食
用
特
殊
料
理
」
の
専
門
調
理

師
・
調
理
技
能
士
国
家
試
験
を
7
月

28

日
團
に
実
施
し
ま
す
。
受
験
案
内

お
よ
び
受
験
申
請
用
紙
等
の
請
求
を

4
月
3
日
㈲
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

■
問
合
せ
”
㈹
調
理
技
術
技
能
セ
ン

タ
ー
（
盈
0
3
1
3
5
8
4
i
1
9

3
1
）
へ
。
座講

i懸

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

　
　
　
初
心
者
入
門
講
座

■
日
時
H
【
昼
の
部
】
4
月
6
日

㈲
・
7
日
働
午
後
2
時
～
4
時
【
夜

の
部
】
4
月
n
日
ω℃
・
1
2
日
伽
午
後

7
時
～
9
時
（
昼
の
部
夜
の
部
と
も

に
2
日
間
コ
ー
ス
）
■
場
所
1
1
十
日

町
情
報
館
■
対
象
11
初
心
者
■
定

員
1
1
昼
の
部
・
夜
の
部
そ
れ
ぞ
れ
1
0

人
■
費
用
1
1
8
4
0
円
（
テ
キ
ス
ト

代
）
■
内
容
H
マ
ウ
ス
の
操
作
、
W

i
n
d
O
W
S
の
基
本
操
作
、
文
字

入
力
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
体
験
ほ
か

■
講
師
睦
情
報
館
職
員
■
申
込
み
1
1

3
月
31
日
㈹
ま
で
に
十
日
町
情
報
館

（
盈
5
0
1
5
1
0
0
）
へ
。

パ
ソ
コ
ン
講
座

　
初
心
者
を
対
象
に
1
日
体
験
講
座

を
行
い
ま
す
．
■
講
座
口
①
ウ
イ
ン

ド
ウ
ズ
コ
ー
ス
②
ワ
ー
ド
コ
ー
ス

（
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
）
③
エ
ク
セ
ル

コ
ー
ス
（
表
計
算
ソ
フ
ト
）
④
ア
ク

セ
ス
コ
ー
ス
（
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ソ
フ

ト
）
⑤
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
コ
ー
ス
■

日
時
閥
①
5
月
1
3
日
田
②
5
月
2
7
日

土
③
6
月
1
0
日
出
④
6
月
2
4
日
田
⑤

7
月
8
日
ω
、
時
間
は
す
べ
て
午
前

9
時
～
午
後
4
時
■
場
所
口
魚
沼
地

域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
六
日
町
西

泉
田
）
■
費
用
”
①
～
④
6
、
5
0

0
円
⑤
7
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス
ト

代
含
む
）
■
定
員
H
各
2
0
人
■
申
込

み
”
各
実
施
日
の
1
5
日
前
ま
で
に
魚

沼
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
（
盈
0

2
5
7
－
72
－
4
5
5
4
）
へ
。

～
中
高
生
春
休
み
企
画
～

エ
ン
ジ
ョ
イ

ア
メ
リ
カ
ン
・
ラ
イ
フ

　
外
国
人
の
先
生
や
留
学
生
と
ゲ
ー

ム
や
パ
ー
テ
ィ
ー
・
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
を
通
じ
て
、
楽
し
く
英
語
に
触
れ

ま
せ
ん
か
。
英
会
話
の
で
き
な
い
人

大
歓
迎
！
■
日
時
1
1
3
月
2
5
日
ω
～

27

日
㈲
（
2
泊
3
日
）
■
場
所
”
南

イ
リ
ノ
イ
大
学
新
潟
校
（
北
蒲
原
郡

中
条
町
）
■
募
集
人
数
H
中
学
生
2
0

人
、
高
校
生
2
0
人
（
先
着
順
）
■
参

加
費
閥
2
万
5
千
円
（
宿
泊
・
食
事

付
）
■
申
込
み
”
3
月
1
5
日
伽
午
後

5
時
ま
で
に
南
イ
リ
ノ
イ
大
学
（
盈

0
1
2
0
i
3
3
6
1
3
7
3
）
へ
。

教育
就
学
援
助
制
度

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
な

理
由
で
小
・
中
学
校
へ
進
学
す
る
の

が
困
難
な
児
童
生
徒
（
生
活
保
護
世

帯
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る
世
帯
の
児

童
生
徒
）
に
、
就
学
援
助
費
を
支
給

し
て
い
ま
す
。
■
問
合
せ
H
教
育
委

員
会
学
校
教
育
課
へ
。

、
健
鮎
鱒

練
福
雛

お
年
寄
り
よ
ろ
ず
相
談

　
新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ

ー
で
は
、
お
年
寄
り
や
家
族
の
抱
え

る
悩
み
や
心
配
ご
と
に
つ
い
て
、
無

料
電
話
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。
■

受
付
時
間
1
1
毎
週
月
曜
～
金
曜
日
午

前
9
時
～
午
後
5
時
（
祝
日
・
年
末

年
始
を
の
ぞ
く
）
■
電
話
番
号
1
1
0

2
5
f
2
8
5
1
4
1
6
5

　　亥
　火て
　災突
　の婦

輩窪

灘
蕪

　　　　　難・
、
診
　
冨
　
　
　
－
ジ
　
・

肇

十日町地域消防本部予防係

　　岡村久男主任

必
要
な
家
財
道
具
を
は
じ
め
、

思
い
出
を
も
一
瞬
に
し
て
焼
き
つ
く
す
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　
私
が
こ
れ
ま
で
に
立
ち
会
っ
て
き
た
火
災
の
原
因
は
、

ス
ト
ー
ブ
の
上
で
洗
濯
物
を
乾
か
し
て
い
た
、
天
ぷ
ら
を

揚
げ
な
が
ら
少
し
目
を
離
し
た
な
ど
、
ち
ょ
つ
と
し
た
油

断
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
ば
か
り
で
す
。
火
災

と
は
こ
の
よ
う
に
、
普
段
か
ら
気
を
付
け
て
い
る
つ
も
り

で
も
、
ほ
ん
の
少
し
の
気
の
ゆ
る
み
で
引
き
起
こ
さ
れ
て

し
ま
う
も
の
な
の
で
す
。

　
い
っ
た
ん
住
宅
密
集
地
で
炎
が
立
ち
上
れ
ば
、
自
分
の

財
産
だ
け
で
な
く
、
隣
家
に
も
多
大
な
被
害
を
与
え
て
し

ま
い
ま
す
。

　
冷
た
い
水
を
全
身
に
あ
び
な
が
ら
、
灼
熱
の
炎
に
立
ち

向
か
う
私
た
ち
消
防
士
は
、
時
に
お
年
寄
り
や
子
ど
も
な

ど
社
会
的
弱
者
が
炎
に
焼
か
れ
、
命
を
落
と
す
現
場
に
立

ち
会
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
残
さ
れ
た
家
族
が
悲
し
み
に

泣
き
震
え
る
姿
や
、
将
来
を
炎
に
奪
わ
れ
た
本
人
の
無
念

を
思
う
と
、
胸
が
つ
ぶ
れ
る
思
い
が
し
ま
す
。
ど
う
か
市

民
の
皆
さ
ん
、
火
災
の
恐
ろ
し
さ
と
悲
し
さ
を
も
う
一
度

心
に
刻
み
、
み
ん
な
で
火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　
市
内
で
は
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
、

す
で
に
7
件
の
火
災
が
発
生
し
て
い

ま
す
。
こ
の
う
ち
、
1
件
に
つ
い
て

は
、
尊
い
命
が
奪
わ
れ
る
と
い
う
最

も
悲
し
い
結
末
と
な
り
ま
し
た
。

　
火
災
の
恐
ろ
し
さ
は
、
時
に
人
命

を
奪
う
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
生
活
に

　
　
　
　
写
真
な
ど
大
切
な
人
生
の

⑰平成12年3月1・日号

”
聾
硲

性
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国
民
年
金
の
ス
タ
ー
ト
は

　
　
　
　
　
　
　
　
2
0
歳
か
ら

　
国
民
年
金
に
は
、
2
0
歳
以
上
6
0
歳

未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し
ま

す
。
学
生
も
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
ま
す
。
老
後
の
老
齢
基
礎
年
金

は
も
ち
ろ
ん
、
万
一
の
病
気
や
ケ
ガ

な
ど
で
障
害
が
残
っ
た
場
合
に
も
、

障
害
基
礎
年
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度

も
あ
り
ま
す
。
老
後
は
ま
だ
先
の
こ

と
と
考
え
ず
に
、
若
い
う
ち
か
ら
備

え
ま
し
ょ
う
。
■
問
合
せ
1
1
市
民
生

活
課
国
民
年
金
係
へ
。

就
職
し
た
ら
届
出
を

　
学
生
は
、
国
民
年
金
の
第
1
号
被

保
険
者
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
就
職

し
て
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
等
に
加

入
し
た
場
合
は
、
第
2
号
被
保
険
者

に
な
る
た
め
、
国
民
年
金
係
へ
の
届

け
が
必
要
で
す
。
■
届
け
に
必
要
な

も
の
1
1
年
金
手
帳
・
就
職
先
か
ら
の

健
康
保
険
証
■
問
合
せ
H
市
民
生
活

課
国
民
年
金
係
へ
。

口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　
口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
る
と
、
納

め
る
手
間
が
省
け
る
だ
け
で
な
く
、

納
め
忘
れ
も
な
く
な
り
ま
す
。
手
続

き
は
、
預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関

の
窓
口
で
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

郵
便
局
も
利
用
で
き
ま
す
。
■
手
続

き
に
必
要
な
も
の
“
年
金
手
帳
・
納

付
通
知
書
・
預
貯
金
通
帳
・
印
鑑
■

問
合
せ
1
1
市
民
生
活
課
国
民
年
金
係

へ
。保
険
料
の
免
除
制
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
活
用
を

　
経
済
的
理
由
で
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
場
合
は
、
申
請
免
除
の
制
度

が
あ
り
ま
す
。
未
納
の
ま
ま
に
し
て

お
か
ず
に
、
国
民
年
金
係
ま
で
相
談

に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
■
問
合
せ
擁

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
へ
。

交通

簾

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

着
用
が
義
務
化
さ
れ
ま
す

　
4
月
1
日
か
ら
、
運
転
手
が
6
歳

未
満
の
幼
児
を
乗
せ
て
自
動
車
を
運

転
す
る
場
合
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
の
着
用
が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。
車

に
乗
っ
た
ら
必
ず
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

締
め
、
子
ど
も
に
は
チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
■
罰

金
等
H
罰
則
・
反
則
金
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
違
犯
点
1
点
と
な
り
ま
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

　
　
　
貸
出
事
業
の
中
止

　
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー
で
は
、
ご

家
庭
で
不
用
に
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
譲
り
受
け
、
無
料
で
貸
し

出
す
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
在
ま
で
に
わ
ず
か
し
か

回
収
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
事
業
計

画
を
中
止
い
た
し
ま
す
。
■
問
合

せ
H
十
日
町
交
通
セ
ン
タ
ー
（
E
57

－
6
0
5
5
）
へ
。

原
付
法
定
講
習
受
付
中

　
原
付
バ
イ
ク
の
免
許
取
得
に
必
要

な
、
法
定
講
習
の
受
講
申
込
み
を
受

付
け
て
い
ま
す
。
■
必
要
書
類
擁
住

民
票
1
通
（
本
籍
の
載
っ
て
い
る
も

の
）
、
■
受
講
料
H
4
、
2
0
0
円

■
申
込
み
“
定
員
制
に
つ
き
、
事
前

に
問
い
合
わ
せ
の
う
え
、
十
日
町
交

通
セ
ン
タ
ー
へ
。

　
　
灘
　
　
　
葬

　
　
。
↑
　
　
霞
　
㌧

　
　
過
小
　
　
　
翁

　
　
襲

春
休
み

　
短
期
水
泳
教
室

　
顔
を
水
に
付
け
ら
れ
な
い
子
ど
も

か
ら
、
ス
イ
ス
イ
泳
げ
る
子
ど
も
ま

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
子
ど
も
の
泳
力
に

あ
わ
せ
た
短
期
集
中
教
室
で
す
。
■

◆ゆきだるま大作戦
　　商品券当選者発表（敬称略）

生越鉄浩（下条中央通り）春日直臣
（島）小杉俊輔（稲荷町4）須藤芳典
（中条島）庭野明氏（島）庭野嘉吉
（江道）庭野弘（江道）林富三（高山

3）樋熊敏（上新田4）丸山克弘（山
谷）村竹金三（栄町）山田良作（下山）

丸福証券（本町3）昭和町1丁目子供
会、下条水口1組、慈光保育園、むつ
み幼稚園、水沢保育所、十日町小学校、

十日町中学校

．
、
窮
為
鵜

　
　
　
　
驚

　
　
　
　
霧

　
　
　
　
　
　
弟

　
　
　
“
兄

　
　
　
　
　
『
驚

匙
霧
鶏
協

　
　
　
　
　
　
タ

　　　　◆し尿くみ取り料金の改定

　し尿くみ取り料金が4月1日からIO㍑当たり60円（現行56円）

になります。また、最低量のくみ取り料金を1回につき3604ま

で2，160円（現行2004、1，120円）となりますのでご協力をお願

いします。

　なお、業者は今までと同じですが衛生施設組合の委託業者とな
ります。

■問合せ二十日町地域衛生施設組合（盈52－3924）へ。

　　◆指定ごみ袋の価格のお知らせ
　4月1日から指定ごみ袋の価格が変わります。

種類や規格、材質はこれまでと変更ありません。

■価　格＝大（50枚）466円　中（50枚）317円　○』；　～・ノ（つ

　　　　小（50枚）235円　※税抜き価格　　　　　ピ
　　　　なお、小については価格変更はありません。

■販売店＝従来どおり各小売店で購入いただけます。

■期　間＝平成12年4月1日から13年3月31日まで。
■問合せ二十日町地域衛生施設組合または

　　　　市民生活課環境係（盈57－3111内線158）へ。

⑱



一
●

■

▼
劉一

…
一

日
時
匪
3
月
2
8
日
σ
℃
・
3
0
日
㈲
～
4

月
2
日
㈹
午
前
1
0
時
3
0
分
～
n
時
4
5

分
、
た
だ
し
2
日
の
み
午
後
1
時
3
0

分
～
2
時
4
5
分
■
場
所
H
十
日
町
体

力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
■

対
象
H
幼
児
（
4
歳
～
）
、
小
・
中

学
生
■
定
員
閥
百
人
■
受
講
料
H
一

般
6
、
0
9
0
円
会
員
4
、
8
3
0

円
■
申
込
み
”
十
日
町
体
力
つ
く
り

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
盈
5
8
1
3

3
4
3
）
へ
。

体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

健
康
水
中
歩
行
コ
ー
ス

　
運
動
不
足
や
肥
満
の
解
消
に
お
す

す
め
で
す
。
■
レ
ッ
ス
ン
時
間
1
1
【
午

前
の
部
】
週
2
回
コ
ー
ス
（
月
・
木

曜
）
、
週
1
回
コ
ー
ス
（
月
、
木
曜

か
ら
選
択
）
そ
れ
ぞ
れ
午
前
n
時
～

12

時
1
0
分
【
午
後
の
部
】
週
2
回
・

週
1
回
コ
ー
ス
（
月
・
火
・
木
・
金

曜
か
ら
選
択
）
そ
れ
ぞ
れ
午
後
1
時

30

分
～
2
時
4
0
分
■
会
場
1
1
十
日
町

体
力
つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

■
受
講
料
（
月
額
）
1
1
週
2
回
コ
ー

ス
”
6
千
円
、
週
－
回
コ
ー
ス
”
4

千
5
百
円
■
申
込
み
口
十
日
町
体
力

つ
く
り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
ヘ
。

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
教
室

　
市
長
杯
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
に
向
け
て
教
室
を
開
き
ま
す
。
■

日
時
目
毎
週
水
曜
日
午
後
7
時
3
0
分

～
9
時
3
0
分
■
場
所
H
総
合
体
育
館

■
参
加
費
”
教
室
参
加
料
毎
回
百
円

と
施
設
使
用
料
■
申
込
み
H
総
合
体

育
館
（
盈
5
2
1
4
3
7
7
）
へ
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　
　
エ
キ
シ
ビ
ジ
ョ
ン

全
国
的
に
は
ブ
ー
ム
、
だ
け
ど
本

地
域
で
は
、
ま
だ
し
た
こ
と
も
見
た

こ
と
も
な
い
と
い
う
新
し
い
ス
ポ
ー

ツ
を
紹
介
し
ま
す
。
■
日
時
1
1
3
月

26

日
㈹
午
後
1
時
～
4
時
■
紹
介
種

目
H
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
、
ユ
ニ

カ
ー
ル
、
バ
ッ
ゴ
ー
、
ス
カ
ッ
ト
ボ

ー
ル
、
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ
■
場
所
“

市
民
体
育
館
■
参
加
費
H
無
料
■
申

込
み
”
3
月
2
1
日
σ℃
ま
で
に
申
込
書

を
公
民
館
本
館
に
提
出
。
※
公
民
館

本
館
に
申
込
用
紙
を
配
置
。

　　の奎
被
災
者
自
立
支
援
金
の

申
請
期
限
は
4
月
盤
日

　
被
災
者
自
立
支
援
金
は
、
一
定
要

件
を
満
た
す
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の

被
災
世
帯
が
、
生
き
が
い
の
も
て
る

生
活
を
再
建
で
き
る
よ
う
、
支
給
さ

れ
る
も
の
で
す
。
4
月
2
8
日
樹
を
過

ぎ
る
と
申
請
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。
■
支
給
額
1
1
複
数
世

帯
1
2
0
万
円
～
5
0
万
円
、
単
身
世

帯
9
0
万
円
～
3
7
万
5
千
円
■
申
請
用

紙
請
求
H
り
災
証
明
書
の
発
行
を
受

け
た
市
町
の
窓
口
へ
。
■
問
合
せ
”

財
阪
神
・
淡
路
大
震
災
復
興
基
金

（
兵
庫
県
生
活
復
興
推
進
課
佃
0
7

8
1
3
6
2
1
4
0
2
2
）
へ
。

開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団

テ
レ
ビ
放
映
の
お
知
ら
せ

　
雪
ま
つ
り
期
間
中
、
市
内
で
撮
影

さ
れ
た
、
テ
レ
ビ
東
京
の
人
気
番
組

「
開
運
！
な
ん
で
も
鑑
定
団
」
が
県

内
放
映
さ
れ
ま
す
。
地
元
の
貴
重
な

お
宝
や
、
喜
怒
哀
楽
の
模
様
を
お
楽

し
み
に
。
■
放
送
日
時
1
1
4
月
8
日

出
午
後
5
時
～
6
時
（
こ
の
う
ち
約

15

分
問
）
■
放
送
局
樋
N
S
T
（
新

潟
総
合
テ
レ
ビ
）

　
　
　
　
　
　
　
、
鍵
塗
　
　
　
　
　
　
、

マー『一

灘翁
・鱗繍．

鍵縮譲，

　騒

ノ
　
　
・

澱

鱒

＿獺麟鵜

　この欄は、市民の皆さんのコ

ミュニティ活動や公共団体の催

しなどを紹介していまず。政
治・宗教・営業活動に関ずるも

のは掲載しません。掲載の申込

みは、内容と昼間の連絡先を書

き、郵送かFAX、または直接、

掲載希望号（10臼・25日号）の

20日前までに十日町市役所2階

企画人事課広報広聴係（〒948－

8501費57－3η1・FAX52－
4635）へ。※都合により掲載
できない場合もあります。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ゆずります

ゆずってください
・消費者協会（市民生活課生活環境係）へ

編購獺藤羅耀

品　　　名 規　格 希望価格

ホツ トプレート 　シヤープ煙が少ない（新品） 7千円

爺
ヨ と よ 木製2本 1本7千円

F 1　カ　メ 一
フ

キャノン
イオスキッズ 6万5千円

ビデオデッ キ 新　品 1万円

オルガン電気式 全　音 無　料

ミ ．二　　四 駆 10万円相当 3万5万円

会議用座卓（7枚）45cm×180cm 相談で

机 と　　椅 子 小学生用 無　料

スキーチューンナップ台 アルペン用
万力付き 相談で

衣類 アノラック・スカート 1～3才女子用 無　料

学 習　机（2つ） 小学生用 無　料

箱苗の芽出し機 1　台 相談で

箱 苗　　の 箱 100枚 相談で

アルペンスキー板
アトミック

2m　新品 千　円

田 植　　え 機 クボタランボー
　2条植え 相談で

麗
工 アー釘打機 相談で

会議用長テーブルとイス 5セット 相談で

猫の運搬用バッグ 普通ザィズ 相談で

・A
！Tコ 凍 庫 家庭用

普通サイズ 相談で

ストーブガード 大　型 相談で

も ち　つ　き 機 2～3升 相談で

除 菊
ヨ 機 5～7馬力 3～5万円

弔
鴫 気スタ　ン ド 相談で

こ ね 鉢 木製で大型 相談で

二 段　ベ　ツ 卜 小学生用 相談で

加 湿 器 無　料

アルペンスキー靴
レディース用
長さ175cm靴24cm 無　料

設計用ドラフター 相談で

小 型　冷　蔵 庫 単身用 相談で

バイク （スクーターも可） 50cc 相談で

ボクシングザンドバッグほか 1～2m 相談で

⊥
ユ ち 板 小　型 相談で

米 び つ 30kg入り 相談で

⑲平成12年3月1・日号

i・1懸団1、i…
…



璽7
灘

　　　けん　と

服部研人ちゃん

　　　（6歳）

　まんがのワンピースを見て描いたんだよ。

ルビーが怪獣ドラゴンをやっつけていると

ころだよ。ルビーの顔がむずかしかったけ

ど、伸びた手が上手に描けたと思うよ。

粥
、
嬢
薦

亀
が
謡
騒

メ
露

び
姦
轟
翠
．

㊥

繕

鶏

＼
！
ノ
’、
－

『難

　　　　　　　　＞晶、

譲
　　　　讃一・
亀　　　．

　ピカチュウとうさぎとねずみが、パート

の箱を見つけたところを描きました。その

時、大好きな歌や音楽がながれていたので、

音譜を描いてあらわしました。

鰹

　　　み　なみ
渡辺美波ちゃん
　　　（6歳）

じ
ょ
う
ず
に
描
け
た
ね
〃
”

　
　
　
　
　
　
　
山
本
愛
泉
保
育
園
⑳

★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★☆★

山田光希ちゃん
　　　　　　平成10年7月22日生まれ
　　　　　　岩野

　おしゃべりで、寝るまで話すこともあ

るよ。たべものは好ききらいなく何でも

食べられるよ。おもちゃは車が大好き。

泣いていても車があるとだまっちゃう。

お兄ちゃんなので、妹に話しかけてあげ

るよ。お父さん子で、家ではお父さんを

追いかけてくっついたら離れないよ。

y
ま
ち
の
宝
⑱

a
　
　
　
、

B
す
こ
や
カ
ち
ゃ
ん

2月末現在
（　）は前月からの増減

とおかまち

マルバマンサク（マンサク科）

157

□
男
女
数

　
　
　
帯

人
　
　
世

■
　
　
　
　
■

44，275人

2／，743人

22，532人

／2，995世帯

（一28）

（一／8）

（一／0）

（一／）

■発行／十日町市役所
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■編集／企画人事課広報広聴係

　2月の寒波も過ぎ去り、融雪に春を感じるように

なりました。妻有の山野にも春が訪れ、黄色く細長

い花をいっぱいつけたマンサクの花がみられます。

マンサクは雑木林に生える落葉低木で、日本海側の

ものは太平洋側のものに比べ、葉の先が丸くなって

いるのでマルバ（丸葉）マンサクと言われています。

　早春、ほかの木々に先がけて花を開くことから、
　ま
「先ず咲く」という意味と、枝いっぱいに花がつく

様子を豊年満作にみたてた「満作」の意味だとも言
　　　　　　　　　　　　がくわれています。4個の赤い菩の間からでた、長さ

1．5～2cm、幅1～2㎜の少しねじれた4枚の細長

い花びらは、何ともいえないおもむきがあります。

　もしかしたら、春の足音を真っ先に感じるのはマ

ンサクの花なのかも知れませんね。

　　　　　　　　　　　　　　唖璽嚢嚢璽麗翻⑳




